
商業施設を取り巻く環境は、人口減少に伴うマーケットの縮小や、少子高齢化による働き手不足、コロナ禍で加速したネット販売

の拡大などにより厳しいものとなっています。こうした背景を踏まえ、アリオ橋本では、ライフラインとしてのショッピングセンターの持続性を担

保し、業務の効率化・感染症対策を行うとともに、商業施設としてのエンタテインメント性や子どもたちへの先端技術への体験機会を

提供することを目的として、令和４年度新型コロナウイルス感染症対策ロボット実装事業を通じ、ロボットの試験導入に取り組まれま

した。ご講演では、試験導入に向けた経緯に加え、施設概要や実際に試験導入したロボットの紹介をいただきました。

ロボット実装促進センターでは、2023年８月18日に「「ロボットを中心としたデジタルのチカラ～店舗・施設の業務効率化、生産性の向

上（２）商業施設におけるロボット活用～」というセミナーを開催いたしました。以下では、事例紹介をいただいたアリオ橋本支配人の野尻

様のご講演内容を中心にセミナーの開催報告をいたします。

「ロボットを中心としたデジタルのチカラ～店舗・施設の業務効率化、生産性の向上（２）
商業施設におけるロボット活用～」 セミナーの開催報告

ご講演タイトル：「アリオ橋本「ロボットが活躍する商業施設へ」」

商業施設は地域の人々の暮らしにとってなくてはならないインフラであり、生活の必需品から生活を彩るコト体験できる場でもあるとの

思いから、働く人、お客さま、地域で活動する方にとって「便利になる」「安心する」「安全になる」「豊かな気持ちにさせてくれる」ような

ロボットの導入を引き続き検討し、アリオ橋本に来れば、いろいろなロボットに会うことができる”拠点”として認知してもらえるようにしてい

きたい、とのコメントをいただきました。なお、アリオ橋本は、2023年度も導入実証を実施する施設に採択されました。

今後の展望

＜ご講演の様子＞＜試験導入したロボットのご紹介＞

施設の課題・ニーズ 導入したロボット ロボットの試験導入でわかったこと

飲料・米など200kgを超える重
量のある商品の運搬作業が従
業員の負担となっていた

品出し、陳列支援を行
う自律走行型の搬送
ロボット

日中の業務と同時にロボットによる品出し等を実施することは難
しいことが明らかとなった。一方、閉店後の夜間に、計画的に無
人でロボットが商品運搬を行うように工夫すれば、品出し作業の
改善効果が期待できるという示唆が得られた。

広大な館内にインフォメーション
カウンターが１箇所しかなく、案
内が行き届かない場面があった

自律走行で誘導する
館内案内ロボット

オープンから12年が経過しているため、来訪者は基本的な施設
情報は把握しており案内ニーズが低いことが明らかになった。一方、
施設内の催事情報等を伝えるために動く巡回案内ロボットによる
広告・広報機能にはニーズがあることが確認できた。

フードコートでは、注文した料理
をお客様が自らテーブルまで運ん
でおり、特に、子ども連れの方な
どには負担があった

飲食商品の館内お届
け支援ロボット

お客様が行き来するフードコートでも、安全にロボットが配膳・運
搬できることが確認できた。お客様が着席するテーブルを認識させ
た上で、配膳や下膳ができれば、より大きな効果が期待できるこ
とも確認できた。
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